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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2014-12-１ 

 

【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

安
倍
首
相
の
第
一
次
内
閣
は
、

歴
史
に
残
る
安
定
内
閣
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
内
閣

は
一
ヶ
月
足
ら
ず
で
、
看
板
の

女
性
閣
僚
二
名
の
辞
任
と
言
う

結
果
と
な
っ
た
。
▼
国
会
議
員

様
に
物
申
す
つ
も
り
も
な
い

が
、
理
解
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

行
動
の
法
的
対
応
・
決
算
・
金

銭
感
覚
等
、
あ
ま
り
に
お
粗
末

な
辞
任
原
因
で
あ
る
。
当
人
も

現
実
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、

周
囲
の
取
り
ま
と
め
者
（
た
く

さ
ん
居
る
は
ず
だ
が
？
）
も
ノ

ー
チ
ェ
ッ
ク
？
、
次
元
が
違
う

か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
社
会
で
は
考
え
ら
れ

な
い
事
象
と
言
え
る
。
し
か
も
、

次
か
ら
次
へ
と
同
様
な
こ
と
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
？
。
▼
当

然
の
如
く
野
党
は
徹
底
追
及
し

よ
う
と
す
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
国

会
と
な
り
、
本
来
や
る
べ
き
議

論
は
順
次
先
送
り
？
こ
の
状
況

を
誰
も
良
し
と
は
考
え
て
い
な

い
。
▼
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は
一
時

外
に
置
き
、
国
政
を
優
先
し
て

議
論
し
よ
う
と
言
う
野
党
が
出

て
き
た
ら
、
良
し
悪
し
は
別
？

と
し
て
拍
手
を
送
り
た
い
と
考

え
ま
す
が
邪
道
で
し
ょ
う

か
？
。 

 
 

（
川
島 

和
平
） 

  

 『群馬菱の実会』の皆様には平素より大変お世話になっております。当社は１９６２年に設立され 
一昨年に５０周年を迎え、弊支所も１９８４年に開設され今年度３０周年を迎えました。これもひと 
えに、馬電、MHK、OBの皆様のご支援のおかげだと感謝しております。  
さて、当支所は現在４８名の従業員で、大きく分けて４つの事業を運営していますのでご紹介 

したいと思います。 
第一の事業は『エンジニアリング事業』で、ご存知の通り馬電さんの設計部門の支援をさせて 

頂いております。東日本大震災以降、給湯機事業は厳しい環境下にありますが、技術で馬電給 
湯機事業の改善のお役に立ちたいと考え日々頑張っております。  
 第二の事業は『自主エンジニアリング事業』で、対面の製作所（馬電）以外のエンジニアリング事業を言います。 
一番身近なのは MHK さんであり、その他、関連会社、周辺協力会社からいろいろな設計業務を請負受注して仕
事をさせて頂いております。  
 第三は『ｅ－ＳＳ（イー・ソリューション＆サービス）事業』で、馬電、MHK 商品の取扱説明書、サービスハンドブッ
ク、営業販促資料等の印刷物の製作をしています。この『群馬菱の実会だより』も印刷をさせて頂いています。最近
この事業は、紙媒体からＷｅｂ、ＣＧ、動画へのダイナミックな変革をしているところであり、弊所もここに乗り遅れな
いように強化に努めております。  
 第四は『自主製品事業』です。「ＭＥＥの自主製品？」と聞いて驚く人がいると思いますが、当社の各場所は、そ
れぞれ多種多様な自主製品を持っております。群馬支所の本部である静岡事業所はペルチェ冷蔵庫を販売して
おり、ビジネスホテルや病院等の需要が多く、累計 15 万台を超える商品になっています。群馬支所では商品では
無いのですが、医療機器メーカーよりある製品の一部の設計を受注し、協力会社で委託製造をしています。又、あ
るメーカー経由で航空機用の給湯機制御基板の設計を受け、これも協力会社で委託製造をして供給しています。 
  厳しい経営環境が続いておりますが、当社の企業理念である『三菱電機エンジニアリングは、人と技術と品質で
信頼を築きます』をモットーに、馬電さんをはじめ、MＨＫさん、関連会社さんと共にこの困難を乗り越えていきたい
と考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。  
  
 

 
三菱電機エンジニアリング(株)群馬支所（ＭＥＥ） 

 

 

岡嵜支所長 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 田部井秀夫 0 74 1 19 

準優勝 高橋 勝美 0 79 2 13 

３位 島  保夫 +2 79 2 13 

４位 根岸利喜蔵 0 82 2 9 

５位 根岸  昇 0 82 1 10 

６位 高橋  豊 0 85 2 7 

７位 千葉  武 0 88 1 9 

祝祝  長長寿寿  
（（  喜喜  寿寿  ））  

 

  

  村松 晴雄 様 太田市新道町 77歳(1937/11/11） 

 東條 孝雄 様 千葉県市川市 77歳(1937/11/18） 

 稲葉 征一 様 太田市亀岡町 77歳(1937/11/26） 

 

【 愛好会トピックス 】 

第７６回秋季グラウンドゴルフ大会 

秋季大会が、９月２９日（月）利根グラウンドゴルフ場で１１人の参加で開催されました。今回はハンデ
ィー制で、あかぎコース、はるなコース、みょうぎコース（２周）の３２ホールで熱戦がくりひろげられまし
た。結果は、ベテランで安定したプレーをしている 田部井秀夫さんが優勝しました。なお、愛好会で
は、これからやっていようと思っている方、他地区でやっている方の参加をお待ちしています。 
 

”ゴルファ－の憧れエ－ジシュ－トの定義を、

あらためて調べてみました。 

「エージシュ－ト」とは、ゴルフ辞典によると

（18ホール、6000ヤ－ド以上のコースで1ラン

ドの打数が満年齢と同じかそれ以下でホールア

ウトする事）と記載されておりました。何時か

達成したいと夢見る偉業でしたが、去る7月 30

日（木）開催の第67回菱の実会コンペでその夢

が実現しました。 

  （スコア－は OUＴ：３３ ＩＮ：３８ TOTAL：７１） 

開催コ－スは、みどり市にある（大間々カント

リ－倶楽部）です。歴史ある、 菱の実ゴルフ愛

好会発足以来、初めての事だと後日関係者の方

から聞き、あらためて幸運なエ－ジシュ－トだ

と感じ、大きな喜びを痛感致しました。  

◆ ゴルフことわざ集◆の中に「失ってならぬ

は・気力」・「怠ってならぬは・練習」と記載

されておりました。この事を心得とし、又年齢

は減らす事が出来ませんが、スコァ－は努力で

減らす事が出来る事を信じ、これからは技術は

もちろん健康維持との闘いでもありますので、

健康管理とセットで楽しみながら精進したいと

思っております。 

 

 

“ エージシュ－ト達成 ”    坂田 修 

今回のラウンドで、同伴して頂いた方、幹事さん、ゴルフ仲間に感謝いたします。 

 

 



 No．２６０（３） 

  
 

 

     ノスタルジア [ 菱電機器 ] によせて（１）   １９４ 岩田尚之 

 今年は馬電（前身の菱電機器時代を含めて）が出来て５５年ということである。 

 ある人にその菱電機器が生まれたころの話を書いてみてはと勧められて、不確かな記憶を思い

出し思いつくままに脈絡もコンセプトもない投稿となった。この時、下名は出向者約８２名？の

最年少者で、主にその目線で書いてみる。 

 記載の間違いと菱電機器と馬電になってからの混同はご容赦と訂正を。 

★★★ 沿革 

 「菱電機器株式会社」の前身は、名古屋市にあった「三菱電機 家庭電器工場」 通称「家電」

である。馬電にある「菱風」や工場案内などに、菱電機器の前身は、名電の家庭電器工場といっ

た記載が見受けられたことがあったが間違いで、「家電」は名電のではなく独立した場所名であ

る。歴史を正しく伝えて欲しいと何度か申し出て訂正いただいた。（確かに所在地が名電と同じ

構内であったり、名古屋からの出向者と応援者が多かったこともあって誤解されたのであろう）

（因みに菱電機器以前の、中電・静電は名電から独立した家電工場（後に製作所）で、洗濯機の

日本建鉄(日建)は名電から機種移管さされた家電工場がある協力会社である） 

 工場（敷地 建物）の由来は、太平洋戦争時の日本陸軍戦闘機「隼」 重爆撃機「呑龍」を作っ

ていた 旧中嶋飛行機（現富士重工業）の部品工場。前を通る国道３５４は当時滑走路にも利用

されていたとか。中嶋飛行機の創始者はご存じ尾島町出身の偉人中島知久平さん。戦後は、ＧＨ

Ｑ（General Headquarters 連合国軍総指令部）の進駐軍だか駐留軍に接収されていたところ

で、今も現役の本館をはじめ多くの建屋の壁が白ペンキと青英数字で識別された名残をとどめて

いた。（想像するには横田基地等各地にある米軍キャンプを塀越しにみる木造建屋を） 

昭和３４年（１９５９年）４月 設立時、社長は電機で常務をされていた 平山謙三郎さん、工

場長が名電工作部長で、後 電機専務の 八巻直躬 さん。(八巻さんは国際的な ＩＥの専門家)

そうそう、工場は尾島の現在地であるが、本社事務所は東京丸の内 三菱商事ビルの３階で 

２人の有能妙齢な才媛と数人の男性で本社機能を担っておられた。 

★★★ 転任 休職 出向 

小生のことで・・ではあるが、家電から菱電機器へ移る社内での手続きを振り返ってみる。 

菱電機器ができたその年の春、係長の Ｈさんに呼ばれ「これこれ然々で群馬県の尾島というと

ころへ行ってくれ、俺たちも行く。期間は２～３年。社命であるから断るには相当の理由がなけ

ればならない、例えば君がいないと親が死ぬ！とか？」前半はともかく後半の言はきっと今では

おっしゃらないと思う。ウンもスンもなく「はい」。 

 社内の人事的な手続き（辞令）は、家電から本社へ転任（転任は勤務地が変わること、転勤は

勤務地が変わらない場合ときいた）→ 本社を休職 → 菱電機器へ派遣。一般的に出向者と呼ば

れていたが辞令上、実は、派遣社員であった。 

 ５月６日着任。過ぎてみれば、２～３年がなんと２０～３０年以上に。しかし、それが善かっ

たのか悪かったのかは多分名前が変わっても(死んでも)分からないであろう。 

 自分の過去の善し悪しは、自分が決めることではない。他人が決めること。自分では、善に対

する悪、悪に対する善は、只単に思い(想像)にしか過ぎない。現に比較することはできない。若

し比較するのであれば、六道輪廻、死に返り再び人に生き返って、反対の体験してみるしかある

まい。ただ、これからの行（ぎょう）については、他人がどう想うとも、自分の信ずる善で生き

たいものである。（余談）                       ＜つづく＞ 
 

今年馬電は創立５５周年を迎えました。そのタイミングで愛知県在住の  

岩田さんから、馬電の前身「菱電機器」当時の大変懐かしい、興味深い

投稿を頂きました。何回かに分けてお届けします。ご期待下さい。 
   



No．２６０（４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

１２月の囲碁愛好会 
１２月８日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１２月の麻雀愛好会 
１２/１１（木）２５（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 12/9 日、23 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

１２月の将棋愛好会  
１２月１５日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１２月度 
グラウンドゴルフ例会 休み   

第７０回ゴルフ愛好会 来年４月予定  
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

１月のカラオケ月例会 １月６日（火） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 12 月 28 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

１月の 
パソコンサークル 

１月６日（火） 
１３：３０～１４：４５ 

労組会議室 ご自由にご参加ください 

１月の幹事会 １月６日（火）１５：００ 労組会議室 
 

１２月の編集委員会 １２月１５日（月） １３：３０ 労組会議室  
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編
集
後
記 

・
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
菱
電
機
器
は

文
字
通
り
離
れ
た
思
い
出
の
地

を
懐
か
し
む
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
て
我
々
の
記
憶
を
も
甦
ら

せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

・
そ
れ
に
し
て
も
五
十
五
年
間

の
世
の
中
の
変
化
は
物
凄
い
。

こ
の
落
差
を
記
憶
だ
け
で
な
く

記
録
に
残
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
し
た
次
第
で
す
。 

・
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
現
役
時
代
の

貴
重
な
思
い
出
を
「
馬
電
の
思

い
出
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
投
稿
下

さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
篠
崎
） 

 

 

 

＜次号予告＞ 

・年頭挨拶（菱の実会会長・組合委員長） 

・ノスタルジア菱電機器（２）、 愛好会 

 


